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アッポッシャ（越廼村）

毎年２月６日、越廼村の蒲生地区では、「あっ
ぽっしゃ」が行われます。口が大きく耳まで裂け、
海草の髪の毛を振り乱した赤鬼が、「アッポッ
シャ、アッポッシャ」と声をあげながら、家々の
行儀の悪いこどもを脅かして回る年中行事。
アッポとは餅を意味し、アッポッシャは「餅
（アッポ）が欲しい」がなまったものと言われてい
ます。
江戸時代から行われていると伝えられ、子ど

もたちがいい子になることを約束した親が鬼に
餅を差し出すと、鬼は帰って行きます。
赤い面は「アモメさん」「アマメ」さんとも呼ば

れています。

越
前
海
岸
の
ほ
ぼ
中
央
に
位
置
す
る
越
廼
村

は
、
一
年
を
通
じ
て
潮
の
香
り
と
花
の
香
り
を

楽
し
む
こ
と
が
で
き
ま
す
。
越
前
海
岸
は
、
房

総
半
島
と
淡
路
島
に
並
ん
で
日
本
水
仙
の
三
大

群
生
地
の
一
つ
。
そ
の
中
で
も
日
本
一
の
栽
培

面
積
を
誇
っ
て
い
ま
す
。

越
前
水
仙
と
も
呼
ば
れ
、
県
民
の
皆
さ
ん
に

親
し
ま
れ
て
い
る
こ
の
水
仙
を
さ
ら
に
多
く
の

人
に
興
味
を
持
っ
て
も
ら
お
う
と
越
廼
村
に
は

水
仙
を
Ｐ
Ｒ
す
る
い
ろ
い
ろ
な
施
設
を
設
け
て

い
ま
す
。

一
年
中
、
水
仙
の
香
り
と
可
憐
な
花
を
楽
し

む
こ
と
が
で
き
る
「
越
前
水
仙
の
里
公
園
」。
メ

イ
ン
施
設
の
水
仙
ド
ー
ム
は
、
室
温
が
十
三
度

以
下
に
保
た
れ
、
約
三
千
本
の
水
仙
が
栽
培
、

展
示
さ
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
公
園
内
に
は
、
世
界
各
国
の
水
仙
を
集
め

た
水
仙
広
場
や
、
観
光
客
が
水
仙
を
摘
み
取
る
こ

と
が
で
き
る
水
仙
花
公
園
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

国
道
を
は
さ
ん
だ
高
台
に
は
、
水
仙
に
ま
つ

わ
る
歴
史
や
文
化
が
学
べ
る「
水
仙
ミ
ュ
ー
ジ
ア

ム
」が
あ
り
、
水
仙
の
原
種
や
、
園
芸
種
な
ど
が

展
示
、
紹
介
さ
れ
、
全
国
で
も
数
少
な
い
水
仙

専
門
の
資
料
館
と
な
っ
て
い
ま
す
。

越
前
海
岸
三
町
村
で
は
、
毎
年
水
仙
の
開
花

シ
ー
ズ
ン
に
あ
わ
せ
て
水
仙
ま
つ
り
を
開
催
し

て
い
ま
す
。
来
年
は
一
月
十
日
（
土
）
か
ら
二
月

一
日
（
日
）
ま
で
開
催
。
越
廼
村
で
は
、
水
仙
ま

つ
り
開
催
日
初
日
の
一
月
十
日
・
十
一
日
に
、

越
前
水
仙
の
里
公
園
で
水
仙
切
花
体
験
な
ど
の

イ
ベ
ン
ト
も
行
う
予
定
で
す
。

冬
の
越
前
海
岸
は
、
白
い
じ
ゅ
う
た
ん
を
敷

き
詰
め
た
よ
う
な
水
仙
畑
と
越
前
海
岸
か
ら
望

む
海
の
コ
ン
ト
ラ
ス
ト
が
美
し
く
、
村
全
体
に

広
が
る
花
の
香
り
が
訪
れ
た
人
を
優
し
く
迎
え

て
く
れ
ま
す
。

越前水仙（居倉地区）

水仙ミュージアムの敷地内には水仙の直売所があります。

毎年行われる水仙まつり

水仙ドームは、１年中水仙を見ることができます。

水仙まつり
とき／１月10日（土）～11日（日）
場所／越前水仙の里公園


